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研究雑話(108)1姿勢反射の発達とリズム運動の習熟 (6)

障害児教育・動作学蕗上実習位6)I跳躍動作の優先テンポ・毎分115回、安定の秘密。

藤井力夫

前回は、跳腿動作・着床時の伸展

性弾力が着床前の前lli"!t筋によ り調

節されていることについてお話しま

した。主動筋は、腕腹筋やヒラメ筋

などの下腿三頭筋ですが、それらの

弾力を事前に調節するという点で、

桔抗筋である前肢骨筋の機能が重要

です。これは、諸筋の共同的な関係

を示す好事例であるとともに、反床

的な(申展性弾力の平'J岡という点で、

，いうことです。
B 跳躍動作の筋電図(たいへん速く・遅く い l

ー諸動作における

力の入れ方抜

き方が、これに

規定され発達し

たと仮定すれば、

ここに大事な何

かが内在してい

ることになりま

す。今回は、跳

躍動作のリス・ム

規定で、人間の

場合、なぜ毎分
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その習熟が、

つの合理的な基

準を背景に形成

されるというこ

とを暗示してい

ます。この場合

は、力の入れ方ー

抜き方で、それ

が抗重力の自然

立反力を利用し

て形成されると

115回あたりで

安定するのか、

この問題につい

てお話したいと

思います。

反床力利用か

1側 |らみた臆関節角

度と跳躍動作の

テンポ;図Aが

それです。着床時の膝関節角度・

160度あたりで床反力の利用が最高で、

膝関節角度が 140度、 130度、 120度

と深〈在るにつれ、利阿しずらくなっ

ています。膝関節角度を深くするほ

ど聞協運動作のテンポはゆっくりつで、

聞協直テンポー毎分 115回は、反床力

を最も経済的に利用できる膝関節角

度 160度によるものです。

跳踏動作・たいへん速く、一つの

限界:図日の c)は、前回と同じ子

ども(小学6年男)にできるだけ

速く跳んでもらったときの筋電図。5、

6回程度ですが、毎分249回の速さ

で跳んでいます。足関節低屈保持の

状態で、前鹿骨筋と腕組筋の交互緊

張により跳蹴している様子がうかが

えます。着床時の腕腹筋の放電、離

床時の前鹿骨筋の飲電、両者の切り

替えにより跳躍動作が成立います。

着床時の勝腹筋・放電、約150ミリ

秒品たりを基本とした切り替えが一

つの限界だと判断 されます。

跳躍動作・たいへん遅〈、動作の

分解図:図Bの d)は、たいへん遅

〈跳んでもらったときの跳躍動作の

筋電図ω 毎分85回の速さを選択υ こ

のあたりが限界です。理由は、動作

が分解され、着床時の官11.展性弾力が

利閉できず、跳脳のためには新たな

勝腹筋を緊張させ立ければならない

からです。これ以上遅くすると、動

作の連続性を得ることが困難。動作

の連続性を確保するため、着床時、

脊柱起立筋や大腿部の抗重力筋、こ

こでは大腿直筋が緊張しi続けてL、る

様子が観察されます。これは大変な

負荷です。 (北海道教育大学教授)


